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2020 年９月 29日 

学生支援センター委員会制定 

 

武蔵大学障害学生支援基本方針に基づく支援の現状（抜粋版） 

 

１ 機会の確保 

入学者選抜において、障害のあることのみを理由に入学を拒否することなく、本学での学習に必

要な能力・適性等について障害のない学生と公平に判定するための機会を設定している。 

正課教育については、障害のある学生が障害を理由に修学を断念することがないよう、修学機会

の確保に努めている。ただし、教育内容の本質や評価基準を変えること、他の学生に影響を及ぼす

ような大幅な教育スケジュールの変更や調整は行っていない。 

２ 情報公開 

障害のある学生への支援の方針や体制等に関する情報は、大学ホームページで公開している1。 

３ 決定過程 

（１）出願前（事前相談） 

障害のある受験希望者には、出願前に本学での修学可能性について相談のうえ、本人が出願する

か否かを判断できるよう、支援の現状と取り得る修学上の配慮を示している。 

（２）入試前（入試における特別措置） 

障害のある受験生から、本学入試における特別措置の申出を受けた場合は、入試三役（入試委員

長、入試副委員長、常任入試委員）及び入試課で特別措置の内容を検討している。 

（３）入学前の事前相談 

本学に入学を希望する障害のある入学予定者に対し、障害学生支援コーディネーターが調整の中

心となり、入学前相談を行っている。支援内容が多岐にわたるため、支援を担当する部署が必要に

応じ同席することとしている。この入学前相談の結果を受け、障害学生支援コーディネーターは「障

害学生支援基本計画書」を作成している。 

（４）入学後 

入学後に支援の追加や変更が必要となった場合、障害のある学生は障害学生支援コーディネータ

ーと面談し「障害学生支援基本計画書」を更新することができる。 

４ 教育方法等 

高等教育に求められる高い教養と専門的能力を、障害のある学生が身につけるために必要な支援

を目指し、現時点において可能なことを実施している。具体的には、サポート学生による情報保障

等の支援や、障害のある学生の履修する授業をバリアフリー化された教室に変更するなどして、受

講しやすい環境を用意している。さらに定期試験に対する支援（別室受験、試験時間延長等）も実

施している。ただし現時点では、在籍している障害のある学生を念頭においた支援体制の充実を図

っている段階であり、あらゆる障害の種類・程度に対応した支援が実施可能な体制とはなっていな

い。 

５ 支援体制 

（１）入試 

入試特別措置は、入試課が準備し入試業務として大学全体で支援している。 

                                                   
1 https://www.musashi.ac.jp/seikatsu/soshiki/gakuseishien_center/shougai.html 
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（２）入学後 

支援に関する窓口は、学生支援センター（障害学生支援コーディネーター）とし、主な支援部署

は以下のとおりとなっている。 

①授業の支援  ：ⅰ 情報保障：学生生活課 

ⅱ 配慮依頼：学生生活課、大学保健室、学生相談室、教務課 

ⅲ 定期試験：教務課 

②授業以外の支援：学生生活課、大学保健室、学生相談室、グローバル教育センター、キャリア

支援センター、情報･メディア教育センター、大学庶務課、大学図書館 

③施設設備   ：施設課 

④緊急対応その他：総務課（守衛所） 

障害学生支援コーディネーターは学生支援センターに所属し、適切な支援を行うための各種調整

を行う。学外の資源の活用や、医療・福祉関係機関との連携については、本人を通じて専門的助言

を受けるなどの協力を得ている。また、障害により日常生活や学習場面において生じる様々な困難

について、周囲の学生や教職員の理解促進・意識啓発に努める。サポート学生の活用については、

配慮依頼により情報保障等の支援が行われており、学内研修会等を実施して知識・技術の向上に努

めている。 

６ 施設・設備 

既存施設のバリアフリー化については、在籍している障害のある学生の状況を踏まえ、車椅子で

の移動がしやすいよう毎年度の事業計画に沿って改修を行っており、障害のある学生が本学のバリ

アフリー状況を把握できるようマップ等を作成している（資料１、資料２）。ただし、改修が必要な

場合であっても、法人側の財政的判断で実現しないことがある。なお、緊急性が高いと判断された

ものは、要望があった際にその都度対応している。 

個々の学生の障害の状態・特性に応じ、主体的に学習や生活ができるよう、各教室等の施設・設

備について、ユニバーサルデザインを考慮した環境整備の推進に努めている。また、必要とされる

施設・設備について、新しい建物は「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」及

び「練馬区福祉のまちづくり推進条例」に基づき設置されている。なお、既存建物の一部について

は、必要とされながらも設置に至ってはいない設備がある。 


